
１　基礎・基本の定着と学力の向上 ５　コミュニケーション能力の向上
２　基本的生活習慣の確立
３　地域連携と特色ある教育活動

４　進路意識の向上と進路保障

評価
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基礎・基本の
定着と学力
の向上

教育担当を中心とした
組織的取組の推進
（環境保健）

・自己理解やより良い人間関係作りができるよう
になり、生徒アンケートの「私のクラスは自分に
とって過ごしやすい場所である。」の割合が７月
に比べ１２月が上昇している。

・QUの結果において、生徒の学校生活意欲平
均得点が第１回目検査より第２回目検査が向上
している。

 
基本的生活
習慣の確立

ポート体制の充実
（進路）

・３年生には、農業系大学を希望する
生徒３名、看護系大学３名等、大学等
への進学を希望する生徒が２０数名存
在する。
・３年生は、それぞれ個別指導を始め
ているものの、１，２年生については担
当者が決定していない状況である。

・分離礼がかなり浸透してきた。

・8割の生徒が頭髪・服装規定を守っ
ている。2割の生徒は毎月の服装検査
後に改善をしている。

・全員が分離礼による挨拶ができている。

・常に服装規定を守り、安定感のある生活態度
で過ごしている。服装改善の保護者への文書を
昨年度２１％から１０％にする。

・３年生、進学希望者の進路希望を実現する。

・１，２年生の進学希望者に対する継続的な学
習指導体制が実現されている。
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・常に落ち着いた態度で授業に取り組み、課題・
提出物が期限内に提出できる。

・指標として、基礎力診断テスト（1,2年生）にお
けるＤ３の生徒が５０％を切り、上位層の成績が
向上し、全体の学力が伸びる。

・朝読書の取組により、徐々に落ち着
いた態度で授業に取り組めるように
なっているが、課題・提出物などが期
限内に提出できない生徒がいる。
・Ｄ３の生徒は、2年生で42.6％、1年生
で24.4％と、年度当初に比べ減少し、
初めて目標を達成した。

向上と学習意欲の向
上
（進路・教務）

・各教科・科目で公開授業が実施さ
れ、協同学習の授業実践・授業研究
は進んでいるものの、協同学習の手
法による授業改革はまだ全体のもの
となっていない。

・全ての教科・科目で協同学習の授業実践が行
われ、生徒の能動的な学びが行われている。

平　成　２９　年　度　　自　己　評　価　表　　　　
鳥取県立倉吉農業高等学校

中長期目標
（学校ビジョン）

今年度の
重点目標

　農業教育をはじめとして、あらゆる教育の場において豊か
な感性を育て、基礎基本を大切にして知の修得に努め、自ら
の可能性を信じて不断の努力を惜しまない生徒の育成を図る
とともに、地域社会に貢献できる人材の育成を目指します。

評価の具体項目 現状 目標達成のための方策

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

目標(年度末の目指す姿)評価項目

評　価　結　果　　　（ 中間 ）

目標達成のための改善方策経過・達成状況

・室内のゴミ置き場の掃除が常時行き届いてい
る。自室の本棚は整頓され、登校前には学習机
の上に物が無い。

・定期考査や資格取得、宿題・課題が無い時
は、学習プリントに取り組んでいる。

・自己肯定感が低く、自己理解・他者
理解の意識が低い場合、友人とのトラ
ブルが発生することがある。

・QUの結果において、非承認群・不満
足群・要支援群に分類され、学校生活
意欲が低い生徒が見られる。

・米やジビエなど、質の高い商品や新
商品が産出されているが、看板商品
の創出が課題である。
・製造記録の記入や衛生管理に努
め、食品の安全対策を講じているが、
緒に就いたばかりである。

・人気の高い商品が創出され、のうこう市場など
の販売で高い人気が得られている。

・製造記録の記入や衛生管理に努め、鳥取県
版ＨＡＣＣＰの手法による生産管理体制を推進し
ている。

・これまで１年生の生活委員が行っていた部屋点
検と環境委員の清掃点検を、上・下級生ペアで
行うことによって、環境美化を徹底する。教員に
よる指導や点検も継続して行う。
・北１ホールに学習プリントを常備し、日頃の自習
時間を有効活用させる。

・全員で協同学習をテーマとした公開授業を行い
授業改革に取り組む。
・学習指導委員会を中心として授業改革に取り組
む。

・授業規律の徹底を図る。
・各教科・科目でノート・提出物の確認を考査ごと
に行い、個別指導を行う。

・基礎力診断テストを毎学期始めに実施し、基礎
学力の定着を図りその状況を検証する。
・朝学習・基礎学力テストを検証し、基礎学力の
定着を図り、実施方法の改善に努める。

規律ある寮教育の推
進
（寮）

取組の推進
（農場）

髪・服装規定を守る取
組の推進
（生徒指導）

・それぞれのコースの特徴を活かした
取組をとおし、地域へ発信している。
・農業教育の成果をHPや報道を通じ
てPRしている。

魅力の発信
（農場）

・寮内の掃除が不十分であったり、自
室の整理整頓ができない者が上級生
になるほど多くなる。

・自習時間に教科書を眺めているだけ
の生徒がいる。

・進学特別課外等を充実させるなど上位者に対
する対策を改善し、３年生を中心とした進学者へ
の指導体制を確立する。
・コーディネーターを配置し、進学希望者に対す
る個別の指導体制を構築する。

推進
（教務）

・１年生の全員面談や職員による生徒観察をとお
して、生徒の実態把握をし、より実態に即した学
習支援・生活支援をする。
・教育相談担当や教育相談員との生徒面談を実
施する。
・授業方法の工夫を提案したり、校内職員研修会
を実施する。
・職員研修やQUを活用した教師の生徒対応のス
キルアップを目指す。

・清掃、授業、農場当番、部活動等あらゆる場面
で分離礼を徹底する。
・毎月の服装検査を実施し違反者への段階的・
組織的な指導を行う。
・日常の生徒指導情報を記録・共有し、学年団で
の指導に役立てる。

・従来からの商品や開発中の商品を再検討し、
集客力のある商品かどうか調査を行う。

・鳥取県版ＨＡＣＣＰ認定のを受けるための準備
を進める。

・地域が求めるニーズを探求するため、地域連携
委員会を活用して産業界との連携を図る。
・農業技術の向上を図るため、教員の研修を推
進する。

・報道機関が求める資料提供を行うとともにHPに
掲載し、PRに努める。

・地域が本校に求める新たなニーズに応え、産
業界を巻き込んだ取組ができている。

・地域住民が望む情報を発信し、地域から注目
されている。

地域連携と
特色ある教
育活動

の推進とＰＴＡ活動の
活性化
（教育支援）

・学校の活動の様子を家庭、地域に情
報発信しているが、十分に伝わってい
ない。

・ＰＴＡ活動への参加者は近年増加傾
向にあるが、まだまだ固定化してい
る。

・積極的な情報発信により多くの校外の方が本
校の活動に興味・関心を持つ。結果として、学校
が行う行事に前年度より参加人数が増える。

・広報活動をとおして家庭・学校・地域の連携を
一層強化し、前年度より多くの保護者がＰＴＡ活
動へ参加する。

・報道機関に積極的に情報提供し取材の依頼を
していく。
・ＨＰの更新を積極的に行い、各月の行事計画の
掲載、行事の様子など、本校の活動を広く校外に
ＰＲしていく。

・学校見学会、保護者研修会等のＰＴＡ活動に際
し、役員への案内文送付を含め、広く会員への
参加を呼びかける。
・ＰＴＡ会員に対してメール配信サービス、配布物
などをとおして積極的に行事への参加を促す。
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評価評価の具体項目 現状 目標達成のための方策

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

目標(年度末の目指す姿)評価項目

評　価　結　果　　　（ 中間 ）

目標達成のための改善方策経過・達成状況

評価基準　A：十分達成（100%）　B：概ね達成（80%）　C：変化の兆し（60%）　D：まだ不十分（40%）　E：目標・方策の見直し（30%以下）
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コミュニケー
ション能力の
向上

・幼保小中学校や地域との連携では、
本校の双方で満足度の高い取組と
なっている。
・生徒のコミュニケーション力が向上す
るなど、成長の場になっている。

・連携対象のニーズに対応しながら、信頼関係
のある取組となっている。

・対人関係においてコミュニケーション力や積極
的な態度が育成されている。

進路意識の
向上と進路
保障
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・FFJ検定の合格率を上げるため、農業クラブや
実習担任による指導体制を強化する。
・課外指導を実施する。
・資格関連図書の充実を図る。

・昨年度、進路決定率100％を実現し
た。一方、進路選択の見極めが不十
分な生徒が就職に苦戦した。
・現２，３年生にも進路希望先が未定
の生徒が一定程度存在する。

・生徒の意志形成が早まり、就職に向けての行
動がより積極的になって第１希望の就職先に内
定を獲得する。
・計画的な準備により進路を達成し、進路決定
率を１００％にする。

・早期の定着指導、職場開拓を実施し、進路先の
開拓を進める。

・早期の進路決定がなされるよう、引き続きガイ
ダンス、個人面談、個別面接指導等に力を入れ
ると同時に、進路行事、LHRなど見直しを行う。

・ＦＦＪ検定初級・中級の合格率は、一
昨年の７８．９％と比べ５０．３％とな
り、大きく低迷した。
・難易度の高い測量士補と日本農業
技術検定1級の合格者を出した。

・進路実現への動機となり、ＦＦＪ検定初級・中級
の合格率が８０％以上となる。

・引き続き、難易度の高い資格に挑戦し、合格
者を輩出する。

携や地域とのつながり
の推進
（農場）

る相互尊重の人間関
係の構築
（人権）

・自尊感情の涵養が十分でないため、
他者との関係を築くのが苦手な傷つき
やすい生徒が少なくない。
・様々な活動をとおして自己表現なら
びに相手の意見に傾聴する取組を
行っているが、十分とは言えない。

の活性化
（生徒会）

の啓発と進路指導の
充実
（進路）

向けた取組の推進
（農場）

・インターンシップでは、企業や農家か
らの評価が高く、生徒の進路選択に役
立っている。
・地域を支えていく人材として育ってお
り、農業関連の進学・就職割合は42％
（一昨年33.8%）を示した。

人材の育成
（農場）

・部活動に所属している割合は95％で
あるが、継続して活動している生徒は
約半数であり、積極的に参加している
生徒と、そうでない生徒との2極化が現
状である。
・生徒会行事の運営は生徒会執行部
を中心に行事運営を行うことができる
ようになりつつある。

・連携対象と連絡を密にし、双方にとり満足度の
高い計画を立案する。

・対話を重視し、生徒主導で事業を実施する。

・クラスの特別活動をとおして、普遍的視点から
の権利や人権の概念・意義・重要性についての
理解を進める。
・人権教育ＬＨＲをとおして、様々な場面で人権を
意識した行動が取れるよう、個別的視点からの
具体的な人権問題の学習を行う。
・人権教育ＬＨＲでは「差別をしない」ということは
「尊敬する」ことであることを生徒に伝える。
・年度当初と年度末に生徒の人権意識アンケー
トを実施する。

・自らが社会的な存在であり、そのことに無意識
である自らの現実を振り返る視点を持つように
なる。
・お互いの人権を大切にした関係について考察
し続ける力を身に付けている。

・年4回部活動調査を行い、活動数を把握する。
・担任、顧問と連携を密にし、退部者、未加入者
への声かけを実施し、積極的な参加を促す。

・執行部会を通じ、各生徒会行事の内容を共通
理解させる。
・各種委員会を開催し生徒が主体となった委員
会を実施する。

・部活動が年間を通じて行われ、積極的に参加
する生徒も増加している。

・生徒会執行部が主体となり、各種生徒会行事
を行うことができている。

・２年生対象のインターンシップでは、外部講師な
どを活用し、計画的に積極的に取り組む態度の
育成を行う。
・超長期インターンシップに取り組む。
・６次産業化プロデューサーズ（食プロレベル１、
２）取得を目指す。

・２年全クラスがインターンシップを通じ、地域を
支える人材として自覚している。

・スーパー農林水産業士（県版ＣＡＰ）認証カリ
キュラムを推進し、生徒が意欲的に取り組んで
いる。


